
鉄軌道は、JR高山本線、あいの風とやま鉄道線、富山地方鉄道（以下「地鉄」）鉄道線及び軌道線（路面電

車）が全て富山駅で結節し、鉄軌道ネットワークが形成されています。

また、北陸新幹線、富山駅付近連続立体交差事業に併せた、富山駅周辺整備や路面電車南北接続事業な

どにより、富山駅の機能が大幅に向上しています。

2-1.鉄軌道

（１）鉄軌道ネットワーク

富山市内の鉄軌道（R5年度）

13

出典：国土地理院地図
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あいの風とやま鉄道線

路面電車

地鉄鉄道線

北陸新幹線

JR高山本線

路面電車（市内電車（富山都心線、軌道線）、富山港線）は、平成２２年度より増加傾向が顕著となってい

ます。

鉄道線についても、近年は増加傾向であり、堅調に推移しています。

鉄道、路面電車ともに、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は利用者が大きく減少しま

したが、翌年より着実な回復基調がみられます。

2-1.鉄軌道

（２）路線別利用者数

路線別利用者数（富山市内）
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出典：富山市統計書、交通事業者提供資料

※北陸新幹線は、JR高山本線富山駅を含む
路面電車：H18～R1は富山港線（旧富山ライトレール）、市内電車の合計値

※あいの風とやま鉄道線のH２６以前はJR北陸本線として運行しており、特急及び
 JR高山本線富山駅の乗車人数を含む
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JR高山本線は、速星駅（1,102人/日）、越中八尾駅（823人/日）で利用者が多く、次いで西富山駅、千

里駅となっています。

あいの風とやま鉄道線は、富山駅（11,200人/日）が突出しており、次いで呉羽駅、東富山駅となってい

ます。

地鉄本線は、電鉄富山駅（3,752人/日）が突出しており、次いで越中荏原駅となっています。

地鉄不二越・上滝線は、南富山駅（418人/日）が最も多く、次いで小杉駅、不二越駅となっています。

2-1.鉄軌道

（３）駅別利用者数

１日平均利用者数（R4年度実績）
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あいの風とやま鉄道線

JR高山本線

地鉄本線

地鉄不二越・上滝線

（15,059人/日）

（3,044人/日）

（5,733人/日）

（1,660人/日）

～～

～～

11,200

（人/日）

出典：富山市統計書※北陸新幹線富山駅はJR高山本線富山駅を含む



あいの風とやま鉄道線は、ピーク時3本/時以上、日中も1～2本/時以上運行するなど、一定レベルの

サービス水準を確保しています。

JR高山本線は、本市の事業として朝夕の増便運行を実施しており、富山～越中八尾間で42本/日と

なっています。

地鉄本線は、ピーク時は10分間隔、オフピーク時も20分間隔と高頻度で運行しています。

地鉄不二越・上滝線は、平成23年～26年に実施した増発社会実験後も継続して運行しており、56本/

日となっています。

市内電車は、南富山駅前方面が5分間隔、富山大学前方面が平日ピーク時5分間隔、環状線が休日の昼

間に10分間隔（平日15分間隔）と高頻度の運行となっています。

富山港線は、ピーク時には８分間隔、オフピーク時は１５分間隔と高頻度の運行となっています。

2-1.鉄軌道

（４）サービス水準

鉄軌道の平日 1 日当たりの運行本数（特急・急行列車除く。R5.4.15時点）
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近年、ＪＲ高山本線や地鉄本線、不二越・上滝線では、一部の駅舎で改修・補修が行われていますが、老朽

化が進んだ駅舎・駐輪場等も見られるなど、必ずしも快適な待ち環境が確保されていません。

駅前広場やパーク＆ライド駐車場、駐輪場が整備されていない駅がいくつか見られ、利用促進や駅勢圏

の拡大などネットワーク全体としてのサービス提供に課題が残っています。

（５）施設
出典：富山市資料、交通事業者HP

改修された駅舎 老朽化が見られる駅舎

地鉄本線 越中荏原駅 地鉄立山線 本宮駅

■駅・駅前広場
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富山港線の停留場は、すべて上屋が整備されていますが、市内電車（富山軌道線）は上屋が整備された

停留場が少ない状況となっています。

歩道橋を使用してアクセスする停留場や幅員の狭い停留場がいくつか見られ、バリアフリーへの対応な

ど課題が残っています。

一方、富山港線岩瀬浜駅や富山駅停留場など、他の交通手段との乗り継ぎしやすく、利便性が高い停留

場も見られます。

2-1.鉄軌道

17

ＪＲ高山本線や地鉄鉄道線では、近年、車両の更新はあまり行われておらず、バリアフリー対応の仕様と

なっていません。

路面電車では、一部車両が更新されていますが、バリアフリー未対応の旧型車両が多くを占めています。

JR高山本線の車両 路面電車の車両

歩道橋からアクセスする停留場（堀川小泉）

シームレス化が図られた富山駅

■路面電車停留場

■車両

（新幹線改札口） （路面電車停留場）

約３８ｍ （南北自由通路）

シームレス化が図られた岩瀬浜駅



地鉄が運行する路線バスは、全て富山駅を発着もしくは通過する路線となっており、富山駅を中心に放

射状にネットワークを形成しています。この路線網は１２６系統より構成されています。

2-2.路線バス

（１）路線網

富山市内の路線バスネットワーク(R5年度)
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水橋口
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南富山駅前
富山市民病院

有沢

富山大学前

福沢口
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山田中核型地区センター前

80系統 永楽町
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60系統 石金

40系統 南富山駅前30系統 市民病院

20系統 有沢

10系統 富山大学前

90系統 畑中

楡原

笹津

速星

藤の木台

畑中

市中心部

出典：国土地理院地図
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■中心部

中心部（※）では、主要なバス停で概ね30分に1本以上の頻度で運行されている路線が大半を占めてい

ます。

特に、富山駅前から市民病院前方面（30系統）、南富山駅前方面（40系統）、石金方面（60系統）、富山大

学前方面（10系統）が運行頻度の高いバス路線となっています。

※中心部：あいの風とやま鉄道線と地鉄不二越･上滝線、国道359号（婦中大橋）、神通川に囲まれた範囲

■郊外部

郊外部は、主要バス停の平均運行頻度は約1本/時となっています。

大山地域（40系統）や水橋地域（70系統）への路線は、概ね１本/時となっている一方、細入地域（30系

統）、山田地域・八尾地域（20系統）への路線は１本/2時間以下となっています。

2-2.路線バス

（2）サービス水準

方面別運行状況 (R5年度)
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系統 方面 主な行き先

中心部周辺の主要バス停 郊外の主要バス停

バス停
1日あたり
（双方向）

(本)

平均運行本数
※(本/時)

バス停
1日あたり
（双方向）

(本)

平均運行本数
※(本/時)

10 富 山 大 学 前
呉羽、新湊、小杉、
富山短期大学

富 山
大学前

160 4.7 呉 羽 68 2.0

20 有         沢 速星、山田、八尾 有 沢 89 2.6

山田中核型
地区ｾﾝﾀｰ

11 0.3

八尾鏡町 17 0.5

30 市 民 病 院 前
笹津、猪谷、
富山空港

市 民
病院前

124 3.6 楡 原 17 0.5

40 南 富 山 駅 前
月岡、辰尾団地、
国際大学

南富山
駅 前

135 4.0 福沢口 49 1.4

50 大  泉  駅  前 五百石、不二栄町
大 泉
駅 前

65 1.9 大島口 41 1.2

60 石         金
藤の木、大場、
西の番、五百石

石 金 212 6.2 藤の木台 37 1.1

70 双    代    町
針原、水橋、滑川、
済生会病院

双代町 58 1.7 水橋口 31 0.9

80 永    楽    町
米田すずかけ台
ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ

永楽町 51 1.5 豊田口 52 1.5

90 畑         中 四方、石坂 畑 中 71 2.1
四 方
神明町

15 0.4

※平均運行本数（片方向）＝（運行本数÷運行時間（17時間））÷2 運行時間は17時間(6:00～22:00)とする。



1日当たり概ね60本以上運行している運行頻度の高いバス路線について、1日当たりの利用者数が最も

多い路線は、富山駅前-市民病院前-笹津、次いで、富山駅前-（大泉駅前・石金）-山室中学校前となってい

ます。

また、令和4年度は令和元年度比で概ね8～9割程度まで利用者が回復してきています。

路線バス全体の利用者数は、減少が続いていましたが、平成21年度から平成28年度にかけては、横ばい

で推移しています。

令和２年度からは新型コロナウイルスの感染症拡大の影響により大きく減少していますが、令和3年度か

ら回復に転じています。

2-2.路線バス

（3）利用状況

路線バス利用者数の推移
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運行頻度が高いバス路線の利用者数
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番号 路 線

1 富山駅前一富山大学前一老田口

2 富山駅前一有沢一速星

3 富山駅前一市民病院前一笹津

4 富山駅前一南富山駅前一月岡中学校前

5 富山駅前一(大泉駅前・石金)ー山室中学校前

6 富山駅前一(石金)ー藤の木団地前（循環）

7 富山駅前一西町一石金一中央病院

8 富山駅前一双代町一針原新町

9 富山駅前一永楽町一豊田口

10 富山駅前一新富町一畑中

11 富山駅前一富山駅北ロー赤十字病院

12 岩瀬浜駅前一浜黒崎小学校前一水橋漁港前

13 蓮町一草島一四方神明町
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運行頻度の高いバス路線(11路線)では、上屋の整備率が31.8％、その他の路線では上屋の整備率が

11.1％、全体では17.7％に留まっており、バス待ち環境の改善が課題となっています。

2-2.路線バス

（4）施設

上屋・シェルター付バス停の整備状況（R5年度) 
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路線バス全車両の72％（87台）が、ノンステップバスとなっています。

バス停数
上屋が未整備の
バス停数(a)

上屋が整備済の
バス停数

整備済バス停
上屋基数

(b)

上屋の整備率(％)
(b/a)

運行頻度の高いバス
路線(※11路線)

134 286 59 91 31.8

その他の路線 392 613 64 68 11.1

合計 526 899 123 159 17.7

バス停

ノンステップバス導入率（R5年度) ノンステップバス

総車両数
(台)

ノンステップバス
(台)

ノンステップバス
導入率(％)

定期
路線バス 121 87 72％

■バス停上屋の整備率

■車両

デザイン性に優れた上屋が整備されたバス停 上屋が未整備のバス停

※13路線のうちフィーダーバス2路線を除く



市内のバスレーンのうち専用レーンは、富山駅から南側へ1.8km、優先レーンは、富山駅から東部方面に

約8km、南部方面へ約8km（いずれも主に国道41号）となっています。

2-2.路線バス

バス専用レーン

22

バス専用・優先レーン

路線名 区間 延長（ｍ） 時間帯

① 国道41号 新庄北町一新庄本町二丁目 550 

7：30～9：00
（土日・休日除く）

② 国道41号 新庄本町二丁目一新庄交差点 1,150

③ 国道41号 荒川東部交差点一北新町交差点 2,750

④ 国道41号 とやまオムニパーク交差点一蜷川 1,750

⑤ 国道41号 蜷川一城南公園前交差点 4,200

⑥ 国道41号 城南公園前交差点一星井町交差点 600

⑦ 県道 富山立山公園線 天正寺交差点一秋吉 520

⑧ 県道 富山立山公園線 秋吉一西町交差点 2,780

⑨ 国道41号、市道県庁線 桜町一星井町交差点（下り） 1,700
17：00～19：00
（土日・休日除く）

計 16,000

路線名 区間 延長（ｍ） 時間帯

国道41号  市道県庁線 星井町交差点一桜町（上り） 1,800
7：30～9：00

（土日・休日除く）

バス優先レーン

国道４１号 一番町付近

■走行環境

優先①

優先②

優先③

優先⑦

優先⑧

優先⑥

優先⑤

優先④

優先⑨

専用

国道４１号 新庄銀座付近

第１章 交通をとりまく現状と課題

出典：国土地理院地図
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呉羽地域、水橋地域など６地域では、地域自主運行バス（計17ルート）が、各地域の駅や主要施設などを

運行しています。

中山間地域の大山、八尾、山田地域では、市営コミュニティバスが駅や行政サービスセンター等を起点に

地域内を運行しています。

大沢野地域では、65歳以上の高齢者を対象としたデマンド型の乗合タクシーを運行しています。

2-3.コミュニティバス等

（１）路線

コミュニティバスネットワーク

23



1便当たり利用者数が１０人を超える路線が、8ルートある一方、１便当たり２人未満の路線が13ルートと

なっています。

2-3.コミュニティバス等

（2）利用状況

コミュニティバス・乗合タクシーの利用者数等（R4年度）

24

分類 事業名 路線・ルート
１便当り
利用者数
（人/日）

運行本数
(本/日)

備考

乗合タクシー 大沢野シルバータクシー デマンド型 乗合タクシー 14.2 5 ー

市営コミュニティバス

大山コミュニティバス

才覚地線 1.0 5(3) 往復

小坂線 1.6 5(3) 往復

西小俣循環線 0.3 4(2) 循環

楜ヶ原線 2.6 2(2) 往復

小佐波線（オンデマンド交通） - - 往復

大庄循環線 1.7 4 循環

八尾コミュニティバス

八尾環状線（左・右） 2.9 14 循環

八尾中核線（左・右） 26.0 9 循環

八尾高校線 14.4 6 片道

桐谷・茗ヶ原線 2.3 4 循環

室牧線 2.4 5 往復

野積線 4.5 5 往復

大長谷線 2.5 6 往復

黒瀬谷線 1.7 4 往復

杉原線 2.3 5 循環

保内線 1.4 4(5) 循環

山田コミュニティバス

清水線 4.2 4(3) 往復

谷・牛岳温泉スキー場線 1.9 4(3) 循環

山田八尾線 8.6 4(3) 往復

牛岳温泉スキー場線 1.9 冬季のみ ー

地域自主運行バス

まいどはやバス
西ルート 6.7 21 ー

東ルート 7.5 21 ー

呉羽いきいきバス

老田･古沢･池多 6.0 10(7) ー

老田･古沢･池多 （通勤・通学便） 11.1 1(0) ー

長岡･寒江 10.3 10(7) ー

長岡･寒江 （通勤・通学便） 9.9 1(0) ー

水橋ふれあい
コミュニティバス

通常便 12.1 5 ー

モーニング 17.3 1 ー

帰宅便 11.5 1 ー

婦中コミュニティバス

北ルート （朝・夕ルート） 0.4 2 ー

北ルート （日中ルート） 1.2 2 ー

東ルート 1.2 4 ー

南ルート 2.9 4 ー

西ルート 0.8 4 ー

堀川南地域
コミュニティバス

堀川南地域 本郷町循環線 1.1 8 ー

フィーダーバス 富山港線フィーダーバス
四方・草島 2.0 65(38) ー

岩瀬・大広田・浜黒崎 2.0 64(36) ー

出典：富山市資料
※運行本数の（）内：平日以外の運行本数
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利用者は、いずれの路線も減少傾向もしく

は横ばいで推移しています。

2-3.コミュニティバス等

25

市営コミュニティバスの利用者数推移

平成18年度から平成22年度は増加して

いましたが、平成23年度以降は概ね減少

傾向で推移しています。

新型コロナウイルスの感染症拡大前（令和

元年度）までは、呉羽いきいきバスと水橋

ふれあいコミュニティバスの利用者数は、概

ね横ばいで推移していました。

その他の路線においては、利用者数が減

少傾向となっています。

地域自主運行バスの利用者数推移

大沢野シルバータクシーの利用者数推移

■市営コミュニティバス

■大沢野シルバータクシー

■地域自主運行バス

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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婦中コミュニティバス

堀川南地域コミュニティバス

(人/年）
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まいどはやバス

呉羽いきいきバス

水橋ふれあいコミュニティバス

富山港線フィーダーバス

(人/年）

H16   H18    H20   H22    H24   H26    H28   H30    R2    R4
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富山県の1世帯当たりの乗用車保有台数は、1.640台と全国第2位の高い水準となっています。

また、世帯当たりの乗用車保有台数は、2台以上の世帯が4分の３を占めています。

2-4.自動車

（1）乗用車保有台数

都道府県別 世帯当たりの乗用車保有台数
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富山市 世帯当たりの乗用車保有台数

1.698

1.640 1.635

1.585
1.563

1.549
1.536 1.530 1.528

1.513 1.507
1.490

1.462

1.40

1.45

1.50

1.55

1.60

1.65

1.70

1.75

福    

井

富    

山

山    

形

群    

馬

栃    

木

長    

野

茨    

城

岐    

阜

福    

島

新    

潟

山    

梨

佐    

賀

石    

川

（台/世帯）

出典： （一社）自動車検査登録情報協会(R5.3時点）

全国平均：1.261台/世帯

出典： 富山市住生活基本計画

3.4%

21.9%

42.6%

31.7%

0.4%

n=1,175

なし

１台

２台

３台以上

不明

2台以上保有
74.3％
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令和4年度に実施した公共交通に関する市民意識調査結果（以下、「市民意識調査結果」）では、自由に車

を使える人の割合は約86％であり、平成18年度の調査結果（70％）に対し、約1６％も増加しています。

自由に車を使えない人のうち、１０代、20代の若い世代の割合が約３倍に増加している一方、60歳以上

の世代の割合が約30ポイント減少しています。

自由に車を使える人の割合が増加しているということは、移動の中心が自動車である人の割合が増加し

ている可能性を示唆しているものと考えられます。

2-4.自動車

（2）運転免許保有割合

自由に車を使えない人の実態

27

運転免許保有割合の推移

１８～６４歳のいわゆる「働く世代」の免許保有割合はほぼ横ばいで推移する一方、高齢者の免許保有

割合が大きく増加しています。

出典：公共交通に関する市民意識調査（R4）

14.2% 85.8%

自由に使える車がない 自由に使える車がある

10代 

31.5%

20代 

11.1%

30代 

6.1%
40代 

3.2%

50代 

8.0%

60～64歳 

5.7%

65～69歳 

8.9%

70歳以上 

25.5%

自由に使える車がない属性男女別 年代別

■車を自由に使えない人の実態

42%
43%

45%
47% 48% 49%

52%
54%
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57% 59% 60% 60% 61% 61% 62%

91% 92% 92% 92% 92% 93% 93% 93% 93% 93% 93% 93% 93% 93% 93% 93%
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高齢者人口に占める免許保有割合 18-64歳人口に占める免許保有割合

富山市人口に占める免許保有割合（18歳以上）

男性

37.9%
女性

62.1%



運転免許返納者数は、全国的には令和元年度までは増加傾向で推移していましたが、令和２年度以降は

減少しています。これは富山市でも同様の傾向がみられます。

2-4.自動車

（3）運転免許返納者数の推移

免許返納者数（全国）

28

免許返納者数（富山市）

出典：運転免許センター（富山市）

出典：警察庁運転免許統計

137,937 
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285,514 
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出典：富山県運転免許センター
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本市では、令和3年3月に富山市自転車利用環境整備計画を策定し、自転車の利用環境整備や自転車利

用を促進することとしています。

本計画に基づき、国・県・市による自転車ネットワーク路線の整備を進めており、令和4年度末時点では

目標とする路線整備延長39.5km（令和12年度目標）のうち18.2kmが整備済みとなっています（進捗

率約46％)。

2-5.自転車

（１）自転車ネットワーク

自転車ネットワーク整備路線

29

出典：国土地理院地図

凡例

大学

支援学校

高校

中学校

小学校

公園・運動施設

図書館・文化施設

シェアサイクル
（アヴィレ）

凡例
整備済路線（R４まで）

短期路線   （R12まで）

中長期路線（R13まで）

自転車ネットワーク
路線検討範囲



鉄軌道や路線バスなど公共交通との連携を基本に、駐輪場を整備しています。

2-5.自転車

（2）駐輪場

30

駐輪場へのエレベーター

■既存駐輪場の利用環境改善

富山駅周辺の駐輪環境を改善するため、富山駅南自転車駐車場において、エレベーター設置、自転車ラッ

クの更新等を実施しました。

■富山駅周辺駐輪場の整備

富山駅での公共交通利用促進や高架下の効果的な活用策として、高架下や富山駅北側に新たな駐輪場

を整備しています（計１，５８９台収用可能）。

富山駅高架下自転車駐車場 富山駅北自転車駐車場

■公共交通の利用を促進する駐輪場の整備

あいの風とやま鉄道新駅の設置や改札口の新設に伴い、新たな駐輪場を整備しています。

また、路線バスのバス停周辺などにおいて、サイクル＆バスライド駐輪場を設置しています。

東富山駅東口の駐輪場 サイクル＆バスライド駐輪場
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中心部では、平成22年3月から自転車市民共同利用システム「アヴィレ」を運用しており、23ヶ所のス

テーション（貸出・返却場所）が設置されています。

まちなかでの短距離・短時間の利用を想定しており、公共交通を補完する役割を担っています。

2-5.自転車

31

アヴィレステーション位置

会員登録者数は、平成22年度の968人から令和4年度の26,442人と大きく増加しており、特に平成

28年度以降は、毎年3,000人前後の大きな増加が続いています。延べ利用回数も、新型コロナウイルス

の感染症拡大前の令和元年度までは増加傾向となっています。

会員登録者数及び延べ利用回数

（3）シェアサイクル
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令和4年度におけるステーション毎の利用回数は、富山駅の「南口駅前広場」が最も多く（22,623回）、

次いで「市役所」（13,605回）となっています。

2-5.自転車
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南口駅前広場ステーション

ステーション毎の利用回数（R4）
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富山駅周辺、及び中心商業地区における日曜日の歩行者通行量は、平成27年3月の北陸新幹線開業を

契機に増加した後、令和元年度にかけて緩やかな減少傾向で推移していました。

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大による外出自粛や観光客の激減、商業施設の休業等の影

響を受け、大きく減少していましたが、令和４年度は、富山駅周辺において新型コロナウイルス感染症拡大

前を上回る通行量となっています。

2-6.歩行者
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歩行者通行量の推移（日曜日）

富山駅周辺地区（4箇所）及び富山駅北地区
（2箇所）歩行者通行量（日曜日）の測定地点

（1）中心市街地の歩行者通行量

中心商業地区歩行者通行量（日曜日）の
測定地点（5箇所）

出典：富山市歩行者通行量調査

⑥

⑤

①

②

④

③

調査箇所 ①富山駅南口ロータリー西側 ②マリエとやま西側
③CiCビル東側 ④パティオさくら前 ⑤JR富山駅北口
⑥オーバード・ホール前

調査箇所 ①市民プラザ前 ②ユウタウン総曲輪駐車場入口前
    ③インフェイズ前

④SOGAWA BASE南側（旧富山西武南側）
    ⑤北陸銀行本店北側

①

②

③

④ ⑤
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21,406 20,836 
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富山駅周辺の魅力をより高めるため、ウォーカブルな空間の創出に向けた取組みを進めています。

業務施設や文化施設が立地するエリアである富山駅北側は、令和2年3月に富山駅での路面電車南北接

続開業や南北自由通路完成など富山駅周辺南北一体的なまちづくりを着実に進めている一方、整備から

約２０年が経過し、施設老朽化への対応や夜間を含めた上質な景観や、さらなる賑わいの創出等の課題を

抱えています。

これらの課題解決に向けて、既存ストックを活用しつつ、富山駅北口エリアの魅力ある空間を創出するた

め、歩行者空間の再整備と整備後の利活用に関する検討を進めています。

・事業期間：令和３年度から令和７年度

・滞在快適性等向上区域：22.6ha

・事業内容：道路空間（歩行者空間）の再整備、賑わい創出に向けた社会実験の実施

2-6.歩行者
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事業エリア

富山市

：滞在快適性等向上区域

周辺図

当該地区

■ウォーカブルな取組み

イベント開催時
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タクシーの利用者数は減少傾向で推移しています。さらに、新型コロナウイルス感染症の影響により、令

和２年度は前年度の約半分まで減少しました。なお、現在も感染症拡大前の水準には回復していません。

タクシー車両数は、平成29年度から令和4年度にかけて約25％減少しています。

2-7.その他の公共交通など
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タクシー待機状況（富山駅南口駅前広場）

タクシー利用者数の推移

（1）タクシー

タクシー事業計画台数の推移

出典： 富山県タクシー協会 出典：北陸信越運輸局富山運輸支局

403

381 381

325

299 299

270

290

310

330

350

370

390

410

H29 H30 R1 R2 R3 R4

（台）

■利用状況
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大山

富山駅（駅前広場）を中心に、中心市街地にタクシーの待機場所が多く立地しています。また、郊外にお

いても、一定程度待機場所は設置されているものの、大山、細入、山田地域には待機場所が設置されてい

ません。

36

待機場所
※個人タクシーは含めず

富山駅（40台）
（駅前広場）

事務所（50台）

総曲輪（2台）

五福（2台）

南富山駅前（1台）

富山大学
附属病院（2台）

事務所（20台）

事務所（10台）

事務所（4台）

事務所（10台）

八尾駅（3台）

事務所（6台）
事務所（15台）

富山市民病院（1台）

■待機場所設置状況

2-7.その他の公共交通など

Ｎ

市域

地域生活圏（14圏）

駅

鉄軌道

鉄軌道

0 2.5 5 km

出典：国土地理院地図
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国内線 国際線

北陸新幹線 開業
（千人）

市内在住の概ね65歳以上で、障害に関して所定の要件（※）を満たしている方を対象に、利用者の居宅

と病院や通所施設などへの移送を行っています。

運行回数及び利用者数は年々減少傾向にありましたが、令和3年度、令和４年度は増加に転じています。

なお、利用者の利用目的は主に通院となっています。

※要介護1以上又は身体障害者手帳1・2級又は療育手帳Aをお持ちの方で日常的に車いすを利用してお

り、一般の交通機関を利用することが困難な方

37

運行回数・利用者数の推移

（2）福祉輸送
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（3）空港

北陸新幹線の開業後、利用者が大きく減少し、以降は横ばいで推移しています。

令和2年度からは、新型コロナウイルスの感染症拡大の影響により大きく減少していますが、令和3年度

から回復傾向にあります。

富山空港利用者数の推移

出典：富山県（富山空港の利用状況）

2-7.その他の公共交通など



徒歩で最寄りの駅やバス停にアクセスすることが難しい地域（鉄軌道・路線バスから750ｍ以上（道のり

約1km以上））を公共交通空白地域と設定しています。

鉄道や軌道、路線バスの駅やバス停から750ｍ圏域（公共交通利用可能な圏域）に居住されている人の

割合は91.5％（375,479人）、コミュニティバスのバス停から750ｍ圏域、乗合タクシーの利用可能な

圏域（大沢野地域）に居住されている人の割合は6.6％（27,179人）となっており、公共交通の利用可能

な圏域に居住されている人は市内人口の98.1％（402,658人）となっています。一方、人口の1.9％

（7,639人）が公共交通空白地域に居住しています。

2-8.公共交通空白地域
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令和４年度 公共交通空白地域の人口割合

（1）市全体の現状

※市営コミュニティバス、地域自主運行バス圏域及び大沢野地域

（２）地域別の現状

地域別では、富山、大山、八尾、婦中、細入の各地域において、公共交通空白地域が存在しています。

公共交通空白地域に居住する人口割合の推移は、市全体としても各地域においても、概ね減少傾向にあ

ります。

地域別公共交通空白地域の人口割合

人口（人） 割合

富山市 410,297 -

公共交通の利用可能な圏域 402,658 98.1%

鉄軌道＋路線バス 375,479 91.5%

コミュニティバス※ 27,179 6.6%

公共交通空白地域 7,639 1.9%
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2-8.公共交通空白地域
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令和4年の公共交通空白地域の状況

凡例
鉄道網

地鉄バス路線

市営コミュニティバス路線

自主運行バス路線

鉄道駅（750ｍ圏域）

地鉄バス停（750ｍ圏域）

市営コミュニティバス停（750ｍ圏域）

自主運行バス停（750ｍ圏域）


